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１．行政機関におけるＩＴ人材の育成・確保指針

１．内部のIT人材の育成
(1) PMOやPJMOに求められる人材像を明確化すること

・積極的にマネジメントを行うことができる
・十分な現状分析や業務の見直しを行うことができる
・システム方式など必要な要件の的確な定義ができる
・事業者が投入した工数の妥当性について判断できる 等

(2) 総務省が行う情報システム統一研修の活用や
各府省独自の研修の充実を図ること 等

(3) 人事交流の推進を図ること
・業務担当部門－情報システム担当部門間

PMO－PJMO間，各府省間 等

２．IT人材の確保
(1) 内部のIT人材を確保すること

○最適化業務の経験者の活用を図ること
○知識や経験の継承を図ること 等

(2) 外部のIT人材を確保すること
○CIO補佐官のさらなる活用・登用を図ること
○PMOやPJMOを支援する事業者の活用を

図ること
・仕様書作成支援，工程管理支援 等

○法律専門家の活用を図ること
・仕様書，契約書の法的な確認 等

CIO補佐官級の内部人材をPMOやPJMOに配置し，
最適化計画に基づく最適化の着実な実施，適切な調達，効果の確実な発現を図る。

平成19年4月 「行政機関におけるＩＴ人材の育成・確保指針」を策定（ＣＩＯ連絡会議決定）
平成20年4月まで 各府省は，この指針に基づき実行計画を策定

【評価】 一部の府省では積極的に対応しているが，府省全体としての足並みは揃っていない
高度ＩＴ人材の育成には時間がかかっている
CIO補佐官・支援事業者の任用（調達）の方法も多岐にわたっている

2



＜これからのEA＞

データ
体系

適用処理
体系

技術体系

全体最適の
観点から共
通化・標準化
を推進

ワークフロー重視からパ
フォーマンス（成果）重視へ

⇒BRM，PRMを重視
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ＩＴ人材
像

ＩＴ人材
ポートフォ

リオ

個別人材の
スキル

ＩＴ人材
像

ＩＴ人材
ポートフォ

リオ

個別人材の
スキル

＜現在のIT人材育成＞ ＜これからのIT人材育成＞

政策・業務体系 政策・業務体系
IT中長期計画

政策・業務体系

三つの視点
〔１〕高度IT人材
〔２〕一人前のＩＴ人材
〔３〕職員のリテラシ

２ 政府におけるＩＴ人材の育成

政策・業務体
系及びそれに基
づくＩＴ中長期計
画に即してＩＴ人
材を育成・確保
することが大切
か

【従来】
①この部分があまり明確

ではなかった。
②各府省がそれぞれで

対応してきた。

IT人材
育成計画



３ 政府役職員に関するIT人材像（例）

出典：CIO補佐官等連絡会議 ITガバナンスワーキンググループ2007年度検討資料

1. 人材区分は，政府の仕事を勘案し，簡略化して整理。
2. 仕事の内容は，ITスキル標準（ITSS）を基本とし，情報システムユーザースキ

ル標準（UISS）を参考にして，政府のＩＴに特に必要な業務を中心に洗い挙げ。
3. 個々の仕事について期待されるレベル感は， ITガバナンスワーキンググ

ループのメンバが協議して設定（赤枠内の分）。

人材区分
高度な
ＩＴ人材

（レベル4～）

一人前の
ＩＴ人人材
（レベル3）

職員としての
ＩＴリテラシ
（レベル1～）

ＣＩＯ ？ ？

ＣＩＯ補佐官 ○

ＰＭＯ ○ ○

ＰＪＭＯ ○ ○

ＩＴ部門のシステム管理者 ○

一般の職員 ○
（注）レベルは，共通キャリア・スキルフレームワークのレベルに対応。ＩＴスキル標準等も，同一の基準。
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【参考１】 ＩＴ関連のスキル標準
 ITスキル標準 

（ITSS） 

組込みスキル標準 

（ETSS） 

情報システムユーザー 

スキル標準（UISS） 

公開時期 2002年 12 月 2005年 5月 2006年 6月 
実施主体 IPA/IT スキル標準センター IPA/ソフトウェア・エンジニア

リング・センター（SEC） 経済産業省 

目的 

各種 IT 関連サービスの提供に
必要とされる能力を明確化・体
系化した指標であり，産学にお
ける ITサービス・プロフェッシ
ョナルの育成・教育に有用な共
通枠組み。 

組込ソフトウェア開発に関する
最適な人材育成，人材の有効活
用を実現するための指標。（スキ
ル基準では“技術”に着目し，
ビジネスやパーソナル等のスキ
ルは定義していない。） 

情報システムを活用するユーザ
企業／組織において必要となる
スキルをシステムの企画・開発
から保守・運用・廃棄に係るま
でのソフトウェアライフサイク
ルプロセスに基づき体系化した
指標。 

主な対象 ベンダ 組込みエンジニア ユーザ 
切り口 人材 

（キャリアフレームワーク） 
技術 

（スキルフレームワーク） 組織機能と業務 

構造（注） 

   

 

5出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp

全体を共通化する「共通キャリア・スキルフレームワーク」を整理
情報処理技術者試験は，共通キャリア・スキルフレームワークに「準拠」するように改定
各スキル標準は，職種，レベル感，評価方法，用語などを共通キャリア・スキルフレームワークと共通化



シ
ス
テ
ム
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
開
発

レベル７

レベル１

レベル３

レベル５

レベル６

レベル２

レベル４

専門分野

応
用
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
管
理

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
通
基
盤

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
利
用
型
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
スト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケー
ション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

シ
ス
テ
ム
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
開
発

レベル７

レベル１

レベル３

レベル５

レベル６

レベル２

レベル４

専門分野

応
用
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
管
理

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
通
基
盤

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
利
用
型
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
スト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケー
ション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

ITスキルを計測・見える化するための共通の“ものさし”を提供

【参考２】 ＩＴスキル標準

出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp

レベル３は独り立ちのレベル
（一人前の目安）

レベル４は
社内の管理職レベル

レベル５は
社内のピカ一さんレベル
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11職種
35専門分野

7レベル

レベル１，２は，広く学習
（専門性発揮前の段階）



7http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/download_V3_2008.html

ITスキル標準ダウンロードファイル一覧
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ITスキル標準 研修ロードマップの概要（プロジェクトマネジメントの例）



４ ．政府役職員に関するIT関連の期待技能（例）

出典：CIO補佐官等連絡会議 ITガバナンスワーキンググループ2007年度検討資料

最終行は238行
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出典：CIO補佐官等連絡会議 ITガバナンスワーキンググループ2007年度検討資料

４．政府役職員に関するIT関連の期待技能（例，拡大）
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５．政府役職員におけるIT人材のキャリアパス（例）

出典：平成22年度情報システム統一研修実施計画（総務省行政管理局）

前頁のレベル感と
少し異なる。

（注）レベルは，共通キャリア・スキルフレームワークのレベルに対応。ＩＴスキル標準等も，同一の基準。 11

情報システム統一研修の枠組みは整理されている。

個人別のスキルの把握（評価），育成計画は？



６．各人のＩＴスキルの把握（管理）に必要な事項（例）
ＩＴスキル標準の社内認定の確認項目

経験と
役割を
評価

出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/V3_2008data/ITSS_syanai_nintei200903.doc

公的資格
でスキル
評価の
客観性
を担保

専門家集
団内の活
動（評価）
も大切

12

スキルは，

期待技能
に基づき
詳細把握

(評価)



７．中長期IT計画とＩＴ人材ポートフォリオ（イメージ）
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８．政府でのIT人材の育成・確保への発想
1. 育成に過大な期待は禁物。育成には相応の時間も必要。

ＣＩＯ補佐官クラスの高度ＩＴ人材（レベル４～5以上）は，当面，外部人材の活用も必要ではないか。
2. 任用（調達）の方法も，高度IT人材に該当していることを評価できるように，良く検討することが大切

ではないか。
3. 各府省のCIO補佐官も，更に，技量や能力を向上・研鑽することが望ましいのではないか。

情報の共有や，共同作業等で，相互啓発をできる環境・機会も大切。
具体的には，相互に他府省の事案やレビューに参加することも有効ではないか。

4. 府省内の職員の育成では，先ずは，IT人材として一人前の水準（レベル３相当）の人材の育成を目
指すことが現実的ではないか。特定の個人を意識して育成して、レベル１からレベル２、レベル３へ
と、順次レベルアップしていくことも必要。

5. 客観的なレベル評価のツールとして，情報処理技術者試験を活用することも有効。

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

レベル６

レベル７

エントリ

ミドル

ハイ

スーパー
ハイ

最低限求められる基礎知識

基本的知識・技能

応用的知識・技能

高度な知識・技能

企業内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤーかつ
世界で通用するプレーヤー

スキル
（能力）
ベース

↓
試験の合否

試験＋業務
経験により判断

エントリ試験

基礎試験

ミドル試験

高度試験各
企
業
で
判
断

プ
ロ
コ
ミ

高

度

Ｉ

Ｔ

人

材

成果（実績）
ベース

↓
業務経験
や面談等

情報処理技術者
試験での対応は

レベル４まで

 
共通キャリア・スキルフレームワークのレベル感と情報処理技術者試験の関係 14

レベル４は，高度試験に
合格し，社内で業務経歴
の評価を受けて認定

レベル１～３は，対応する
区分の試験に合格するこ
とで（そのまま）認定



９．IT人材の育成・確保 実施方法について（提言）

1. 戦略的な人材育成・確保のマネジメントが大切
(1) IT投資に関する中長期ビジョンが前提

(2) それに府省としての考えで味付けをして

(3) 現状とのギャップ分析を踏まえて

(4) 計画的な人材の育成・確保を行う

2. 各府省の自主的な対応を前提としながらも，
場合によっては，府省の枠を超えた対応が必要

(1) 高度ＩＴ人材は，外部からの任用・確保も必要

(2) 同時に，政府内のIT人材の計画的な育成に注力することが肝要

(3) 府省の枠を超えたＩＴ人材の流動性の確保も大切
（高度ＩＴ人材のプール，応援・派遣）

(4) これらを踏まえた教育プログラムを整備

(5) 高度IT人材の相互啓発，ロールプレイの場を提供

15
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発

レベル７

レベル１

レベル３

レベル５

レベル６

レベル２

レベル４

専門分野
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ム
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理
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コ
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チ
ャ
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ル
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業
務
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テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
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プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
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エデュケー
ション
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理

ＩＴサービス
マネジメント
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ア
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プ
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ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

ITスキルを計測・見える化するための共通の“ものさし”を活用する ことも有効
ではないか

高度試験（９種類）

応用情報技術者試験

基本情報技術者試験

ITパスポート試験

①ITストラテジスト試験，②システムアーキテクト試験，③プロジェクトマネージャ試験，④ネットワークスペシャ
リスト試験，⑤データベーススペシャリスト試験，⑥エンベデッドシステムスペシャリスト試験，⑦情報セキュリ
ティスペシャリスト試験，⑧ITサービスマネージャ試験，⑨システム監査技術者試験

【参考３】 ＩＴスキル標準と情報処理技術者試験

16出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp



【参考４】 情報処理技術者試験の体系

レベル 

レベル 

レベル 
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験

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
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ス

ペ
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験

  パスポート試験

応用情報技術者試験

(S ) (PM)(SA) (NW) (DB) (ES) (SC) (SM) (AU)

(AP 

(FE)

(IP)
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出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp
情報処理技術者試験の紹介 http://www.jitec.ipa.go.jp/1_04hanni_sukiru/_index_hani_sukil.html
情報処理技術者試験の概要パンフレット http://www.jitec.ipa.go.jp/1_13download/pamphlet_ver1.0.pdf

http://www.ipa.go.jp/�
http://www.jitec.ipa.go.jp/1_04hanni_sukiru/_index_hani_sukil.html�
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【技術職に取らせたい資格】

（出典：日経ソリューションビジネス2009.10.30
ソリューションプロバイダ101社のアンケート調査）

1位 71%
情報処理技術者試験

プロジェクトマネージャ

1位 71%
情報処理技術者試験

情報セキュリティスペシャリスト

3位 68%
情報処理技術者試験

ネットワークスペシャリスト

3位 68%
情報処理技術者試験

データベーススペシャリスト

5位 67%
情報処理技術者試験

システムアーキテクト

6位 64%
情報処理技術者試験

応用情報技術者

6位 64%
情報処理技術者試験

ITサービスマネージャ

8位 63%
情報処理技術者試験

基本情報技術者試験

9位 62%
情報処理技術者試験

ITストラテジスト

10位 56%
情報処理技術者試験

システム監査技術者

「技術職に取らせたい資格」：情報処理技術者試験が，第1位～第10位を独占。
調査対象は，ＩＴ関連の各種公的資格，民間資格

39.3%

43.3%

49.3%

52.3%

58.1%

0% 25% 50% 75% 100%

1

2

3

4

5

【民間における高い評価】

基礎知識が
習得可能

国家試験で
ある

高知名度・
広く利用

汎用的な知
識取得が可
能

スキルアッ
プの目標に
適している

（出典：「IT人材白書2010」）

【参考５】 民間企業は，情報処理技術者試験の有効性を高く評価

18



【参考６】 政府職員の情報リテラシの整理

1. 今や，情報リテラシは，全ての職業人が，当然に身につけておく知識・技量・
能力。

2. 一般職員の研修体系に組み込み，情報リテラシを身につけて，日々の仕事
に取り組むことが大切ではないか。
例えば，総務省の情報システム統一研修を，この方向を踏まえて整理する
ことも有効ではないか。

3. 育成の成果は，客観的な評価方法として，世の中でも広く評価を受けてい
る，ITパスポート試験を利用することも有効ではないか。

19

平成21年，22年で
25万人以上の方々が応募し
11万人以上の方々が合格
（受験者の合格率は53%）

応募者 253,955
受験者 212,799
合格者 112,879



対象者像
職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識をもち，情報技術に携わる業務
に就くか，担当業務に対して情報技術を活用していこうとする者

業務と
役割

職業人として備えておくべき，情報技術に関する共通的な基礎知識を習得した者であり，担当
する業務に対して情報技術を活用し，次の活動を行う。

① 利用する情報機器及びシステムを把握し，活用する。
② 担当業務を理解し，その業務における問題の把握及び必要な解決を図る。
③ 安全に情報の収集や活用を行う。
④ 上位者の指導の下，業務の分析やシステム化の支援を行う。

期待する
技術水準

職業人として，情報機器及びシステムの把握や，担当業務の遂行及びシステム化を推進するた
めに，次の基礎的な知識が要求される。

① 利用する情報機器及びシステムを把握するために，コンピュータシステムやネットワーク
に関する知識をもち，オフィスツールを活用できる。

② 担当業務を理解するために，企業活動や関連業務の知識をもつ。また，担当業務の問題
把握及び必要な解決を図るために，システム的な考え方や論理的な思考力をもち，かつ，
問題分析及び問題解決手法に関する知識ももつ。

③ 安全に情報を活用するために，関連法規や情報セキュリティに関する各種規定に従って
活動できる。

④ 業務の分析やシステム化の支援を行うために，情報システムの開発及び運用に関する知識
をもつ。

レベル
対応

共通キャリア・スキルフレームワークの
5人材像（ストラテジスト，システムアーキテクト，サービスマネージャ，プロジェクトマネー
ジャ，テクニカルスペシャリスト）
のレベル1に相当

【参考７】 ITパスポート試験の人材像

20出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp
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【参考８】 ITパスポート試験の出題範囲
テクノロジ系の分野とともに，
ストラテジ系の分野，マネジメント系の分野についても広く出題

21出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.ipa.go.jp



7.1%

12.3%

18.2%

26.0%

35.1%

45.5%

46.1%

50.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

体系的、網羅的にITの
基礎知識が習得できるから 

業務上、最低限必要な
IT知識と考えているから 

国家試験だから 

上位レベルの試験があり、段階的な
スキルアップに適しているから 

社員のモチベーション
向上に役立つから 

社会人として、最低限必要な
IT知識と考えているから 

知名度が高く、
広く利用されているから 

その他

（回答数：154）

20.8%

8.4%

11.7%

11.7%

15.6%

21.4%

42.2%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

企業内の情報システムや
ITの活用に関する理解度の向上

業務リテラシー
（業務への理解度）の向上

質の高い人材の確保

セキュリティ（不正アクセス防止、
社内情報保護等）に対する意識向上

IT企業やIT部門との
コミュニケーションの円滑化

社内研修時間の短縮化・効率化

経営やコンプライアンスに
対する意識向上

その他

（回答数：154）

【参考９】 ITパスポート試験に関する企業における評価

貴社でITパスポート試験を利用している理由をお答えください
ITパスポート試験を利用することにより，貴社ではどのような成果が出て
いますか。どのような成果を期待されていますか

出典：ITパスポート試験普及協議会アンケート（2010年7月実施）

1. 基礎知識の取得が可能（50.6%）や業務上最低限の知識（46.1％）との位置づけが多い。

2. 成果としては，コミュニケーションの円滑化（11.7%）や社内研修の効率化（11.7%）という
面でも一定の評価。
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【参考10】 ITパスポート試験の活用事例

金融庁

海上自衛隊 楽天証券

青山学院大学大塚商会

平成21年度から，新入職員全
員及び職員の希望者を対象に
「IT基礎知識研修」という研修
科目を創設。
受講者にITパスポート

試験の受験を推奨。

全社的にITパスポート試験を推奨。合格
支援策として，試験対策講座の提供等
を実施するとともに，合格者に対する受
験料の会社負担や報奨金支給を実施。
また，内定者に対する対策講座実施や
受験推奨によって入社後の研修や業務
に慣れやすいという効果が出ている。

全社員を対象にITパスポート試験の
受験を推奨。受験対象者に対し，試
験対策講座や社内模試，学習教材
の提供などの合格支援策に加え，
受験料の会社負担（初回受験のみ）
や合格祝金支給を実施。

社会情報学部では，ITパスポート試験
シラバスに準拠した「情報処理基礎」
（半年間，2単位）を2年次に開講。また，
学部生全員にモバイル端末（iPhone）を
配付し，iPhone上で
閲覧できるITパス
ポート試験の学習
コンテンツを提供。

京都すばる高校

情報科学科では，1年生の秋にITパ
スポート試験の受験を必須としてお
り，授業や土曜日の補習で試験対
策を実施。合格者は全校集会での
表彰や校内掲示板に名前を掲示。
在学中に資格を取得した高校生を
対象に表彰
制度を設けている京都府教育委員
会からも表彰。

情報システム装備増大に伴い，幹
部候補生にITパスポート試験に準
拠した授業を実施するとともに，修
了試験としてITパスポート試験を受
験させ，成績に反映。

官民学を通じて，広く活用されている。

23出典：独立行政法人情報処理推進機構 http://www.jitec.ipa.go.jp/1_00campaign/itp.html



【参考11】 情報処理技術者試験制度の概要
URL：http://www.jitec.ipa.go.jp/1_04hanni_sukiru/_index_hani_sukil.html

【内容】

１．情報処理技術者試験の概要

２．情報処理技術者試験が
対象とするＩＴ人材像

３．情報処理技術者試験の実施

URL：http://www.jitec.ipa.go.jp/1_13download/pamphlet_ver1.0.pdf
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